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20020077/3/3期期 1Q1Q決算の概要決算の概要

■ 売上高は、対当初予想微減。前年同期との比較では26億円の増収となるものの、

為替影響（33億円）を除けば実質微減。

楽器‥‥為替影響を除けば、ほぼ前年同期並み。対当初予想では減収。

ＡＶ・IT、電子機器・金属、リビング‥‥対前年同期減収。対当初予想では増収。

■ 営業利益は、中核事業の楽器、ＡＶ・ＩＴ、電子機器・金属が対当初予想増益となり、

全体では、ほぼ前年同期並みの利益水準。

■ 主としてユーロ高に伴う1Ｑでの営業利益への為替影響は対当初予想＋5億円、

対前年同期＋9億円

■ 1Ｑ末在庫は、ほぼ前年同期並み水準。為替影響（30億円）を除けば実質減少。

対当初予想＋56億円の増加。

楽器は、ほぼ当初予想並みの水準となったが、AV在庫は、生産能力面からの一部

前倒生産もあり増加。



64

（億円）

20020077/3/3期期 1Q1Q業績概要業績概要

為替レート

US$
EUR

US$
EUR

115
134

115
134

当初予想（4/28）に対しては増益。売上高は当初予想並み
前年同期実績に対しては増収、営業利益横這い

売上高

利 益

07/3
(1Ｑ)
実績

1,267

127

100当 期 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

前年同期比 当初予想 当初予想比

+ 2.1%

▲ 2.1%

+ 9.2%

1,269

38

71

65

▲ 0.2%

+77.1%

+78.4%

+54.2%

06/3
(1Ｑ)
実績

1,241

69

116

98

115
144

115
139

108
135

107
134

持 分 法 損 益 53 39

+ 1.9%

67



733 759

162 160 154

775

131136138

108 105
112

95 104 104

売上高 営業利益

44
58

43

1

3

▲ 9

4

13
26

0

3

3

▲4
▲ 3

▲7

20020077/3/3期期 １１QQ事業別業績事業別業績

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

リビング

電子機器・
金属

レク他

（億円）

(▲3.2)

(▲1.3)

（+3.5)

(+8.8)

(▲2.0)

(+2.1%)
1,241 1,267 1,269

(  )内は前年同期比

または

当初予想比

69

前年同期との比較での為替影響は＋9億円
（楽器＋10億円、ＡＶ･ＩＴ▲1億円）

また、当初予想との比較では＋5億円
（楽器＋3億円、ＡＶ･ＩＴ＋1億円）

06/3 07/3 07/3
（当初予想）

06/3 07/3

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

リビング
電子機器・

金属

レク他

67

前年同期との比較での為替影響は＋33億円
（楽器＋25億円、ＡＶ･ＩＴ＋8億円）

また、当初予想との比較では＋13億円
（楽器＋10億円、ＡＶ･ＩＴ＋3億円）

07/3
（当初予想）

(+3.0)

（▲2.0)

(+3.4)

（▲0.2%)

（▲0.2%)

(+3.9)

38

レク他

ＡＶ・ＩＴ

楽 器

リビング
電子機器・

金属



20020077/3/3期期 通期業績予想通期業績予想

（億円）

為替レート

売
上
高

利
益

US$
EUR

US$
EUR

113
138

06/3
（前年実績）

113
135

115
134

07/3
（予想）

115
134

当 期 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

06/3

（前年実績）
伸び率

281

352

241

5,341

▲ 0.6%

+3.7%

+2.2%

▲ 0.4%280

350

250

5,460

07/3

(予想）

通期業績は今回見直しをせず当初予想通り



売上高 営業利益

142 141
190

37 21

15

200

79
20

0

15
12

▲12

10

▲21

357

3,026

777 759 760

3,141

540562690

452 430428

419 427 480

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

リビング

電子機器・
金属

レク他

(+5.5)

(▲2.3)

(+3.8)

(+2.0)

(▲18.7)

（0%)5,341 5,341 5,460

20020077/3/3期期 通期通期事業別業績事業別業績

（億円）

(  )内は前期比

241

05/3 06/3 07/3
（予想）

05/3 06/3

楽 器

ＡＶ・ＩＴ

リビング
電子機器・金属

レク他

レク他

250

07/3
（予想）

(▲4.9)

(+0.1)

(+3.5)

(+12.4)

(▲3.9)

(+2.2%)

3,250



531498 518

235 241 244

44 58 43

１１Ｑの状況Ｑの状況 通期の通期の予想と重点施策予想と重点施策

2,2 8 42 ,2 0 2

9 3 9 9 6 6

190141

（億円）

営 業 利 益

（億円）

売 上 高

楽器事業楽器事業

為替影響を除いた1Qの実質売上高はほぼ前年同期並みと
なったが、当初予想に対しては、▲3.3％の減収。特に欧米で
期待値を下回っている。韓国、中国は好調継続。

商品別には管楽器、PA機器が好調継続

１Q末在庫はほぼ計画レベル。前年同期との比較では為替
調整後で実質38億円の減少

年末商戦に合せた新商品の確実な市場導入

ＣＡビジネス強化拡大

米国市場での挽回、欧州市場は主要国でのシェア
アップと拡大ＥＵでの増販政策推進

国内は市場変化への対応強化

拠点再編を含めた製造構造改革推進

06/3 07/3 07/307/3
(当初予想） （予想）

06/3

733 759 775

3,141 3,250

その他

ヤマハ
楽器

・

・

・

・

・

・

・

・



6 8 76 9 4

6 5 7 3

21 15

140147 147

15 13 14

162 160 154
760

ルーター

ＡＶ

31 ▲ 9 営 業 利 益

売 上 高

06/3 07/3 07/307/3
（当初予想） (予想）

06/3

759

ＡＶ・ＩＴ事業ＡＶ・ＩＴ事業

為替影響を除いた1Q実質売上高は当初予想に対し＋1.9%
の増収。前年同期との比較では▲6.3%の減収。AVは国内
販売厳しいものの欧米順調。ルーターは競争激化

YSPは、出荷順調（1Q売上高14億円）

1Q末在庫は一部前倒生産もあり当初予想、前年同期に
対し増加。

AV事業の成長継続
ＹＳＰビジネス強化拡大
AVレシーバー拡充
HiFi商品拡販
新領域商品の市場導入

ルーターは商品ラインナップ強化で着実な成長を
目指す

会議システム販路開拓

１１Ｑの状況Ｑの状況 通期の通期の予想と重点施策予想と重点施策

（億円） （億円）

・

・

・

・

・

・



437
410

130
125

2 0

7 9
99111 100

27 36 32

4
26 13

138 136 131
金属

半導体

562

電子機器・金属事業電子機器・金属事業

付加価値の高い携帯電話用音源ＬＳＩシフトによる売上
確保

アミューズメントなど携帯用以外の既存ＬＳＩの増売

市場環境に合わせた新デバイスの開発

電子金属材料市場は当初予想に対し、緩やかな回復。
製造原価低減継続による収益力強化がテーマ

1Q業績は、当初予想に対し増収増益となったものの、
対前年同期では営業益半減

携帯電話用音源LSIは、需要の一段の減少

電子金属は、数量ベースで期待を下回るものの材料価格
の上昇に伴う価格転嫁により対当初予想増収。営業増益

営 業 利 益

売 上 高

06/3 07/3 07/307/3
（当初予想） （予想）

06/3

540

１１Ｑの状況Ｑの状況 通期の通期の予想と重点施策予想と重点施策

（億円） （億円）

・

・

・

・

・

・

・



6 0 4 9

1 7 41 8 7

2 0 5 2 0 7

1 51 2

13

43
51 46

44 49 49

1317

112 108 105

452

キッチン

浴室

430

営 業 利 益

売 上 高

リビング事業リビング事業

1Qは売上高は当初予想を上回るものの価格競争激化し、
営業減益

キッチンは引続き好調維持
浴室は当初予想を上回るものの低価格化進行し、前年
同期を下回る

秋の新商品の確実な市場導入

普及価格帯キッチン

マンションリフォーム用浴室

拡大するリフォーム市場対策強化

製造コストダウン推進と品質向上

33
0

06/3 07/3 07/307/3
(当初予想） （予想）

06/3

他

１１Ｑの状況Ｑの状況 通期の通期の予想と重点施策予想と重点施策

（億円） （億円）

・

・

・

・

・



4340 41

▲ 4▲ 5 ▲ 4

1 8 0 1 9 0

▲1 8 ▲1 0

レクリェーション事業レクリェーション事業

1Q売上高は期待値を下回ったものの対前年同期では、
宿泊、日帰り客数とも増加。ゴルフ、ブライダル減少

営業損失幅は対前年同期縮小。増収に加え、減価償却
費が減少（▲1.2億円）

集客数増加による増収に加え、一段の経費合理化、
減価償却費の減少効果で損失幅圧縮を目指す

営 業 利 益

売 上 高

06/3 07/3 07/307/3
(当初予想） (予想）

06/3

１１Ｑの状況Ｑの状況 通期の通期の予想と重点施策予想と重点施策

（億円） （億円）

・

・

・



1 1 3

1 2 0

1 3 5
1 0 7

2 7

3 5

2 0
6

26
31 27

2622 22

7 9
8

55
62 61 247

ゴルフ

自動車
用部品

290

ＦＡ他

11
▲ 3

その他事業その他事業

ゴルフ、Mg部品は対当初予想、対前年同期とも増収
ゴルフは韓国、香港向け出荷増

自動車用内装部品は受注減少。主力完成品メーカー
からのオーダー先送りで対当初予想減収

自動車用内装部品減産に伴う売上総利益の悪化で
対当初予想営業減益

通期業績の達成は自動車用内装部品の生産量
確保がポイント

Mg部品は製造原価低減に注力

営 業 利 益

売 上 高

06/3 07/3 07/307/3
（当初予想） （予想）

06/3

１１Ｑの状況Ｑの状況 通期の通期の予想と重点施策予想と重点施策

（億円） （億円）

・

・

・

・

・



407

278
262

426 412

10399
70

44
50

44

286

05/6末 06/6末 06/6末

375

269
249

382391

7485 97
39 39

37

263

05/3末 06/3末 07/3末

棚棚 卸卸 資資 産産

（億円）

847 845

仕掛品
/材料

他 製品
ＡＶ・ＩＴ

楽 器

789

（予想）

784 779
737

1Q末在庫は当初予想に対し増加。

楽器はほぼ適正水準。AVが在庫増。

1 Ｑ 末

（当初予想）

期 末

＊１Qでの為替影響

対前年同期＋30億円（楽器＋24 AV・IT＋6）

対当初予想＋14億円（楽器＋9 AV・IT＋5）



付 属 資 料



05/3末

長短借入金 ─現預金

＊上記の他に

実質有利子負債実質有利子負債

（億円）

283 276

267

▲196

フリーキャッシュフロー

289

05/3
（1～4Q)

06/3
（1Q)

06/3
(1～4Q)

272

07/3
（１Q）

74

実 質 有 利 子 負 債

リゾート預託金残高

▲64

07/3
（1～4Q予想）

263

79

149

▲80 ▲93

05/6末 06/3末 06/6末 07/3末(予想）

▲46 7



22

47

9

2

3

4

9

7

113 119
145

11 11

1850 55

52
44

55

53

26 28

13 12

10 12
66

112 114 110

51 49 54

45 53 56

25 25
22

通期通期設備投資・減価償却費設備投資・減価償却費//研究開発費研究開発費

（億円）

35
(47)

227

(190)

270

(200)

229

(189)

設備投資・減価償却費

55

230 241

研究開発費

AV・IT

電子機器・金属

その他

245

07/3
（予想）

06/305/3

07/3
（予想）

06/305/3

楽器

AV・IT

電子機器・金属

その他

楽器

06/3(1Q) 07/3(1Q)

06/3(1Q) 07/3(1Q)

68

(48)

58



06/6末

294

704

845

264

3,165

5,272

422

301

1,270

3,279

5,272

06/3末

364

703

779

248

3,106

5,200

372

285

1,338

3,205

5,200

07/3末

385

726

737

253

3,290

5,391

364

292

1,328

3,407

5,391

05/6末

356

728

847

224

2,834

4,989

387

505

1,214

2,883

4,989

予想貸借対照表予想貸借対照表

（億円）

現 預 金

売 上 債 権

棚 卸 資 産

他 流 動 資 産

固 定 資 産

資 産 計

仕 入 債 務

借 入 金

他 負 債

資 本 計

負 債 ・ 資 本 計



06/3(1Q）実績

53
2

▲ 8
+ 47

特別損益

固定資産処分損益

その他

計

0
0

0

29
1

30

法人税等

少数株主持分

計

5

1
6

持分法利益

金融収支

その他

計

39
1

▲ 7
+33

07/3（1Q）実績

64
4

▲ 9
+ 59

1
0

+ 1

26
1

27

07/3 (1Q）当初予想

（億円）

20020077/3/3期期 1Q1Q営業外損益、特別損益営業外損益、特別損益

営業外損益

法人税他

7
5

+ 12



特別損益

営業外損益

法人税他

05/3実績

134

4

138

持分法利益

金融収支

その他

計

法人税等

少数株主持分

計

06/3(実績）

91
▲ 3

▲ 32
+ 56

72

5

77

07/3（予想）

148
▲ 7

▲ 41
+100

64

6

70

（億円）

2007/32007/3期期 通期通期営業外損益営業外損益//特別損益特別損益

・代行返上益 199

・投資有価証券損益 65

・減損損失 ▲327

148
▲ 2

▲ 35
+ 111

投資有価証券損益 5▲ 11
▲ 67

▲ 78

▲ 2
8

+ 6

▲ 3
3

0

固定資産処分損益

その他

計



１Q 実 績 通 期 予 想

1Q売上高は、ほぼ前年同期並み。エレクトーンは引続き減少。

音楽教室在籍数増加で、今後の販売増期待。

0

500

1000

1500

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3

（億円）

（ ）内は前年同期比

日本市場のヤマハ楽器販売状況日本市場のヤマハ楽器販売状況

403 385 397
(96%) (103%)

190 176 181
(93%) (103%)

1,394 1,344
(98%) (96%)

559 517
(94%) (92%)

ヤマハ楽器

音楽教室他

1Q実績のうち03/3は
社内管理ベース数値

378
(95%)

169
(93%)

1,402
(104%)

569
(110%)

(93%)
157

377
(100%)

1,368
(98%)

523
(92%)

(予想)

(95%)

(99%)

1,338
(98%)

504
(96%)



アメリカ市場のヤマハ楽器販売状況アメリカ市場のヤマハ楽器販売状況

0

100

200

300

400

500

600

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3

１Q 実 績 通 期 予 想
（予想）

前期末の在庫処分影響でピアノ卸売は販売減少。

PAは4月からCA新会社の営業開始で、前年比131%と好調。

景気減速による小売市況低迷で流通在庫増加。

103 96 98
(110%) (94%) (102%)

卸金額

（百万US＄）

(107%)
(106%)

(103%)
501

532
551

102
(104%)

(103%)
570 (106%)

607

101
(99%)



ドイツドイツ市場のヤマハ楽器販売状況市場のヤマハ楽器販売状況

0

50

100

150

200

250

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3

１Q 実 績 通 期 予 想
（予想）

消費が全般に厳しさを増す中、ピアノと電子楽器は好調に推移。

PAも全般的に市況上向き傾向。

45 43 43
(100%) (97%) (99%)

卸金額

（百万ユーロ €）

(102%) (97%)
(96%)

194 188
180

39
(90%)

(104%)
188 (107%)

200

44
(112%)



イギリスイギリス市場のヤマハ楽器販売状況市場のヤマハ楽器販売状況

0

20

40

60

80

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3

１Q 実 績 通 期 予 想
（予想）

楽器市況は依然低迷。ピアノ・電子ピアノの新モデル出荷開始。

管楽器は7月より学校向け販売キャンペーンを開始し、売上挽回を目指す。

11 12 12
(102%) (107%) (101%)

卸金額

（百万ポンド￡）

(102%) (103%) (101%)
63 65 66

11
(93%)

(93%)
62

10
(92%)

(105%)
64



中国中国市場のヤマハ楽器販売状況市場のヤマハ楽器販売状況
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卸金額

（百万人民元）

(100%)

(89%)

(120%)514
460

550

137
(109%)

(109%)
599

１Qは2桁成長。ピアノは大型入札が増え、学校販売を中心に伸張。

6月にショールームと工房を併設したﾔﾏﾊﾐｭｰｼﾞｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ北京を開設。

153
(112%)

(116%)
693



 北米

 欧州
 日本

 他

北米

欧州

日本

他

ホームシアター市場規模ホームシアター市場規模
（ホームシアターシステム＋アンプ・レシーバー）（ホームシアターシステム＋アンプ・レシーバー）

969

1,250 1,233
1,125

数量
（万台）

309 295

’03 ’04 ’05 ’06

318325

＜ﾎｰﾑｼｱﾀｰｼｽﾃﾑ＞
・市場は欧米中心に減少傾向 （’06で1,100万台）

・北米：DVD内蔵型もHTiBも年率15％の減少傾向

・欧州：’06以後9割を占めるDVD内蔵型が減少に転ずる

・日本：’06は前年比7％の減少（25万台）

・その他：引き続きアジア、中・東欧市場で成長

’03 ’04 ’05 ’07

1,021

283

’07 ’06

＜AVｱﾝﾌﾟ･ﾚｼｰﾊﾞｰ＞
・全世界では年率約4％で市場縮小

・欧米：市場は縮小傾向

・日本：’06は対前年2割近く減少

・アジア、中国、東欧、ロシアで低価格品中心に市場拡大

’06、’07の市場規模を下方修正

（予想）（予想）（予想） （予想）
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AV マーケットシェア
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この資料の中で、将来の見通しに関する数値につきましては、

ヤマハ及びヤマハグループ各社の現時点での入手可能な

情報に基いており、この中にはリスクや不確定な要因も

含まれております。

従いまして、実際の業績は、事業を取り巻く経済環境、需要

動向、米ドル、ユーロを中心とする為替動向等により、これら

の業績見通しと大きく異なる可能性があります。
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